
骨代謝マーカーの種類と利用法について

はじめに
骨粗鬆症は、骨折による患者のＱＯＬ（quality of life）悪化に加え、高齢化社会に伴う介護や医療

費増加の観点からも注目されている疾患のひとつである。対策が急がれる中、骨折予防効果が科学

的に証明され、新たな治療薬の登場や骨代謝マーカーの臨床応用によって、骨粗鬆症治療は大きく

変わろうとしている。そこで今回、骨代謝マーカーの種類と利用法についてまとめてみました。

■ 骨代謝マーカーとは
骨は一度作られたら一生変化しないように見えますが、破骨細胞が古い骨を壊し（骨吸収）、骨芽

細胞が新しい骨を作る（骨形成）という骨代謝が常に繰り返されて新しい骨に生まれ変わっています。

この様な骨代謝回転を評価する指標として骨吸収マーカーと骨形成マーカーがあります。骨吸収

マーカーや骨形成マーカーを測定することにより今後骨密度がどの様に変化するのか知ることが可

能と考えられています。

一方、骨密度測定では、こうした骨代謝の結果、形成された現在の骨密度が多いか少ないかを知

ることができますが、今後骨密度がどのように変化するかを知ることはできません。

■ 骨代謝のしくみ　図１

骨は骨吸収と骨形成を繰り返して

新陳代謝をおこなっています

■ 骨粗鬆症における骨密度と骨代謝マーカーの特徴　　表１

骨密度（ＢＭＤ） 骨代謝マーカー

骨粗鬆症の診断 骨粗鬆症の予知
過去の骨代謝の総決算 リアルタイムな骨代謝
局所骨の評価 全身骨の平均評価
治療効果の確認１～２年 ３～６ヵ月
施設の制限 簡便
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■ 骨代謝マーカーの主な種類
骨代謝マーカーは骨形成マーカーと骨吸収マーカーに大別されます。

＜骨形成マーカー＞

骨芽細胞に由来する酵素の骨型ＡＬＰ（ＢＡＰ）

石灰化の調節因子のオステオカルシン（ＯＣ）

コラーゲン前駆体の断片（プロペプチド）・・・ＰＩＣＰ、ＰＩＮＰ



＜骨吸収マーカー＞

破骨細胞に由来する酵素の酒石酸抵抗性酸ホスファターゼ（TRAP）

コラーゲン分解産物

架橋体（クロスリンク）・・・ピリジノリン、デオキシピリジノリン

ペプチド結合架橋体・・・ＮＴＸ、ＣＴＸ、ＩＣＴＰ

EIA：enzyme immunoassay（酵素免疫測定法）

RIA：radioimmunoassay（放射性免疫測定法）

IRMA：immunoradiometric assay（免疫放射定量測定）

ELISA：enzyme linked immunosorbent assay（酵素結合免疫反応吸着測定法）

CLIA：chemiluminesnt immunoassay（化学発光免疫測定法）
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